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ＩＣＡＮＮ会場で配られているパンフレット（１）

• .tel の１６ページの小冊子

• 第二レベルの販売促進用

• この種のパンフレットはあ
まり多くない（ICANN会議

の場では商売敵ばかりで

お客さんがいない？）
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ＩＣＡＮＮ会場で配られているパンフレット（２）

• Safenames LTDというイギ
リスの会社のパンフレット

• A4片面（紙も地味）
• “Domain name ordering in 
over 240 counntries”とあ
る

• ドメイン名登録の取次ぎ
業

• この種のパンフレットはあ
まり多くない
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ＩＣＡＮＮ会場で配られているパンフレット（３）

• これもSafenames LTDのパ
ンフレット

• A4片面（紙も地味）
• “Domain Name and Trade  
Mark Protection Services”
とあるので、商標権保護ビ
ジネス

• ドメイン名販売促進パンフ
レットよりは多いが、それほ
ど多くはない
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ＩＣＡＮＮ会場で配られているパンフレット（４）

• ４ページのパン
フレット

• 申請予定の新ｇ
TLD .gal の普
及活動

• スペイン・ガル
シア地方の意
味

• .berlin .paris な
ども同様の普及
活動を展開中



Copyright © 2008 Japan Network Information Center 5

ＩＣＡＮＮ会場で配られているパンフレット（５）

.gal の２，３ページ目（見開き）
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ＩＣＡＮＮ会場で配られているパンフレット（６）

• .info のレジストリ Afilias
のパンフレット

• A4両面の片面
• “Afilias can provide 
world class end-to-end 
registry services”とある
ので、レジストリ事業代
行の宣伝
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ＩＣＡＮＮ会場で配られているパンフレット（７）

• .info のレジストリ Afilias
のパンフレット

• A4両面のもう一方の面
• “Your Own Top Level 
Domain”と、「独自TLD」
の取得を勧めている

• “help with application”
と、申請手続の援助も示
唆している

• 「申請手続き援助」の宣
伝は多い
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ＩＣＡＮＮ会場で配られているパンフレット（８）

LOGICBOXESの６ページのパンフレット
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ＩＣＡＮＮ会場で配られているパンフレット（９）

• LOGICBOXESの
続き

• “Large Brand 
Owners”　に独
自gTLDの申請を
勧めている

• LOGICBIXESは
レジストリではな
い

• この類は多い
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ＩＣＡＮＮ会場で配られているパンフレット（１０）

• “Creating the 
ICANN 
application”とあ
るので、申請手
続の援助の意思

• レジストリのシス
テム運用の援助
も表明している
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ＩＣＡＮＮ会場で配られているパンフレット（１１）

• “Owing a gTLD”
と書いて、独自
gTLDの取得を
勧めている
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ＩＣＡＮＮ会場で配られているパンフレット（１２）

• Iron Mountainという会
社のパンフレットは全
部で１５枚でフォルダー
入り

• 数少ないICANN認定エ
スクロウ事業者

• エスクロウ事業者のパ
ンフレットはこれだけ
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パンフレットの全体的な印象

• 既存のドメインビジネス事業者が新規参入希望者
向けに営業活動している

• 末端のドメイン名登録者向けの営業活動は、ICANN
会議の場ではそれほど活発ではない

• 配られているパンフレットを見ていると、誰でも自分
専用ＴＬＤを申請できるように思えてくる

→それは本当か？
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新gTLDの目的

Recommendation 1 (Rec 1)
“ICANN must implement a process that allows the introduction 

of new top-level domains. The evaluation and selection 
procedure for new gTLD registries should respect the 
principles of fairness, transparency and non-discrimination.

All applicants for a new gTLD registry should therefore be 
evaluated against transparent and predictable criteria, fully 
available to the applicants prior to the initiation of the 
process. Normally, therefore, no subsequent additional 
selection criteria should be used in the selection process.”

(GNSO 最終報告書)

“registry”のための申請
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新gTLDの目的(続）

1.2.1 Eligibility
Any established corporation, organization, or 

institution in good standing may apply for a new
gTLD. Applications from individuals or sole 
proprietorships will not be considered.

(Draft Application Guidebook)

　すなわち、gTLDはレジストリビジネスを行うために新設され
る（少なくとも建前は）。

　実際、gTLDには「レジストリーレジストラモデル」が義務化
されるので、一企業による「専有」は困難なはず。
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建前に対する抜け道

（Ｄｒａｆｔ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｇｕiｄｅｂｏｏｋより抜粋）

1.2.2 Two Application Types: Open or Community-
Based
All applicants are required to designate each application
for a new gTLD as open or community-based.
1.2.2.1 Definitions
（open gTLDの定義：略）
For purposes of this RFP, a community-based gTLD is a gTLD
that is operated for the benefit of a defined community
consisting of a restricted population. （以下略）

このCommunity gTLDが抜け道となる可能性があるように見える
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Proprietary TLD, Vanity TLD

一個人や一企業によるTLDの専有は

• Proprietary TLD(私有財産的TLD: 2007年10/11月
のロスアンゼルス会合で丸山が使用)

• Vanity TLD(虚栄心的TLD: 2008年２月のニューデリー
会合でDennis Jenningsが使用)

などの名前で呼ばれる。これに対する反発は強い

が、明示的なポリシー決定はされていない。
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既存事業者の思惑

• gTLDレジストリを既に行っている事業者は、設備投
資（特にDNSサーバー）の効率運用のために、新規
参入者に設備を有償提供したい。また、経験を生か
して、申請書の代書を商売の種にしたいと考えてい
る。

• 商標管理を売り物にしている法律事務所は、大企
業の危機意識を煽って、申請書の代書を商売にし
たいと考えている。

ように、丸山には感じられる（「煽る」側の人達は商売

の利益に影響するので、ＴＬＤ専有懸念の議論に応じ

たがらない）。
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今後の展開

• １２月１５日まで、Draft Application Guidebook(RFP)
に対する意見募集中

– 宛先： gtld-guide@icann.org
– http://forum.icann.org/lists/gtld-guide/index.html　にアー
カイブあり

• 今後の議論で「抜け道」はふさがれるか？
• 大量の「独自TLD」申請が出るのか？
• そのうちいくつかは通ってしまうのか？

今後の展開に注目したい
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